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は し が き      

 金田湾は東京湾口に位置する小湾である。湾の海況は

東京内湾水の影響を恒常的に受けるだけでなく，沖合水

の影響も受ける海域である（小金井，堀越1962）。 

 金田湾の漁業は定置網が中心であり，マイワシ，カタ

クチイワシが漁獲量の主体をなしている。漁獲されたマ

イワシ，カタクチイワシの大部分がカツオ竿釣漁船の活

き餌として利用されている。イワシは蓄養期間中に大量

に斃死することもあり，定置網漁業にとって大きな問題

となっている。また，蓄養中に斃死した魚は直接海中に

投棄させることが多く，斃死魚による生簀周辺の漁場環

境の悪化が心配される。 

 本研究は生簀内とその周辺の水質環境の実態を把握し，

活イワシの斃死の原因を解明することにより，将来の斃

死対策の方法を確立することを目的とした。 

 本論にさきだち，現場調査に多大なご協力をいただい

た横須賀市東部漁業協同組合北下浦支所賀利屋漁場長島

善太郎氏，館信利氏および組合員各位に深く感謝する。 

材料と方法 

 調査は金田湾長浜地先の海域で行われ，調査定点は生

簀内とその周辺の４定点である（図１）。環境調査は

1986年６月から11月まで計４回行われた。その調査概要

を表１に示す。 

 カタクチイワシは数ヶ所の生簀で蓄養されている。そ

の中から調査日に任意に生簀を選び，ＳＹ式採水器を用

いて生簀内とその外側で採水と測温を行った。採水した

試料は直ちに水試に搬入され，溶存酸素量，ＣＯＤ，栄

養塩類などの水質分析が行われた。 

 金田湾で毎月１回行われている定点（St,32）観測

（図１）の資料を利用し，調査海域の海洋構造の季節変

化について検討した。 

 調査項目は水温，塩分，溶存酸素量，ＣＯＤ，栄養塩

類でその分析法は表２のとおりである。 

結   果 

調査海域の水温塩分鉛直分布 生簀内と生簀外の調査は

1986年６，７，10，11月に行われた。同じ時期に観測さ

れたSt.32の水温・塩分の鉛直分布を図２に示す。 

水温 ０ｍと20ｍ深の水温差をみると（図２），６月が

最も大きく4.4℃，次に大きいのが７月の2.4℃であり，

顕著な水温躍層が形成されている。10月になると，０ｍ

と20ｍ深との水温差は小さく，11月には水温差がさらに

小さくなり，躍層は崩壊している。 

塩分 ０ｍと20ｍ深の塩分差をみると，６月が1.85‰，

７月2.55‰。，10月1.09‰，11月0.05‰であり，７月の

塩分躍層が最も発達している。11月になると，０ｍと20

ｍ深の塩分差は極めて小さく塩分躍層も崩壊している。 

生簀内外の水質 生簀内と生簀外における０ｍ，５ｍ深

の水温，塩分，溶存酸素量（以下ＯＤ），ＣＯＤの変化

を図３～図６に示す。 

 水温０ｍ深では，生簀内と外の水温に差が認められな

い場合は，調査当日に生簀に魚を入れた６月10日（蓄養 
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図１ 調査海域および生簀内，外の調査点とＳＴ.32 △印は６月の調査点 ○印は７・10・11月の調査点 

 

表１ 調 査 概 要 

調査日 水 深 対象生簀 
調査点 
(生簀内 
・外)
調査船 

賀利屋漁
場の漁船 ６月10日 

ｍ ｍ
0，5.0 

漁獲当日 
漁獲後20日 

3 
3 

〃 
漁獲当日 5 〃 ７月21日 ｍ ｍ

0，5.0 漁獲後18日 5 〃 
漁獲後14日 5 〃 10月６日 ｍ ｍ

0，5.0 漁獲後21日 5 〃 

11月21日 ｍ ｍ
0，5.0 

漁獲後4日 5 〃 

表２ 調査項目とその分析方法 

調 査 項 目      分 析 方 法 

水 温 棒状水温計，ＳＹ式採水器によ
る方法 

塩 分 
オートラブ（ＭＯＤＥＬ，601Ｍ
Ｋ111）による方法 

溶 存 酸 素 量 窒化ナトリウム変法 

Ｃ Ｏ Ｄ 
アルカリ法（水質汚濁調査指針
記載の方法） 

アンモニア態窒素 
インドフェノール法（海洋観測
指針） 

燐 酸 態 燐 アスコルビン酸法 

 

 

図２ ＳＴ.32における水温・塩分の鉛直分布図 

（上段：水温，下段：塩分，数字は月） 

後０日）と７月21日（蓄養後０）日であった。 

 生簀内の水温が外に比べ高い場合は，10月６日（蓄養

後14日）と11月21日（蓄養後４日）であった。 

 一方，生簀内の水温が外に比べ低い場合は，７月21日

（蓄養後18日），６月10日（蓄養後20日），10月６日（蓄

養後21日）でいづれも生簀内に魚を入れてから18日以上
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経過している。 

 このことから，０ｍ深では，生簣に魚を入れた当初に

は水温は生簣内と生簣外とでほぼ同じ値を示すが，18日

以上経過すると，生簣内と外とで水温に差が生じること

が明らかになった。 

 ５ｍ深では，生簣内の水温は，魚を蓄養した当日から

生簣外に比べ明らかに高く，その差は最高0.8℃にも達

した。 

 測点別に０ｍ深と５ｍ深の水温を比較すると，生簣内

では深度による水温差はほとんど認められなかった。一

方・生簀外では７月21日（蓄養後18日）のように1.0℃

以上に達することもあり，深度による差が認められた

（図３）。 

 

 

図３ 生簀内と各測点との水温差 

（ ）内数字は蓄養日数 ･――･0ｍ，･---･5ｍ 

縦軸の数字（＋5，－5等）は水温差 

縦軸の中央の数字は生簣内水温 

（上段が0ｍ深の水温,下段が5ｍ深の水温,数が1

つの場合は0ｍ深と5ｍ深が同水温の場合）横軸の

数字は調査点番号 

 

塩分 ０ｍ深では，生簀内の塩分が生簀外に比べ高かっ

たのは，７月21日（蓄養後０日），７月21日（蓄養後18

日）と10月６日（蓄養後21日）の３例であった。 

 ５ｍ深では，生簀内と外の塩分に顕著な差が認められ

たのは，６月10日（蓄養後０日），７月21日（蓄養後０

日と蓄養後18日），10月６日（蓄養後14日と21日）で，

いづれも生簀外の塩分が生簀内に比べ高かった。 

 一方，０ｍ深と５ｍ深の塩分を比較すると，６月10日

（蓄養後20日）以外は生簀内では塩分差が小さいが，生

簀外では０ｍ深の塩分が５ｍ深に比べ低かった。このこ

とは，生簀内では塩分躍層は弱いが，その外では顕著な

塩分躍層が形成されていることを示している（図４）。 

 以上のことから，塩分も水温と同様生簀内と生簀外に

明らかな差が認められた。 

ＤＯ ０ｍ深では，生簀に魚を蓄養した当日の６月10日

（蓄養後０日），７月21日（蓄養後０日）と11月21日

（蓄養後４日）には，生簀内と外のＤＯに顕著な差は認

められなかった。蓄養後10数日以上経過した６月10日

（蓄養後20日），７月21日（蓄養後18日），10月6日（蓄

養後14日と蓄養後21日）には生簀内と外とのＤＯの差は

大きくなり，生簣内のＤＯが生簀外に比べ低かった。 
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図４ 主簀内と各測点との塩分差 

（ ）内数字は蓄養日数 ･――･０ｍ，･---･５ｍ 縦軸の数字（＋0.1，－0.1等）は

塩分差  縦軸の中央の数字は生簀内塩分（上段が０ｍ深の塩分,下段が５ｍ深の塩分,

数が1つの場合は０ｍ深と５ｍ深が同塩分の場合）横軸の数字は調査点番号 

 

 

 ５ｍ深では，11月21日（蓄養後14日）には生簀外のＤ

Ｏが生簀内に比べ高いが，他の調査日は生簀内のＤＯが

外に比べ高かった。 

 ０ｍ深と５ｍ深のＤＯを比較すると，生簀内では差は

認められないが，生簀外では０ｍ深のＤＯが５ｍ深に比

べ明らかに高かった（図５）。 

 このように，ＤＯも水温，塩分と同様生簀内と外に顕

著な差が認められた。 

ＣＯＤ ０ｍ深では，生簀内と外に顕著な差が認められ

たのは，10月６日（蓄養後14日と蓄養後21日）の２例で

あった。 

 ５ｍ深では７月21日（蓄養後０日）と10月６日（蓄養

後14日と蓄養後21日）の３例であった。０ｍ深の場合も

５ｍ深の場合も生簀内のＣＯＤが生簀外に比べ高かった。 

 ０ｍ深と５ｍ深とを比較すると，６月10日（蓄養後０

日と蓄養後20日）と７月21日（蓄養後０日）の生簀外の

ＣＯＤにやや差が認められたが，その他の生簀について

は差は認められなかった（図６）。 

栄養塩類 栄養塩類としてＮＨ4-Ｎ，ＰＯ4-Ｐを検討し

たが，水温，塩分，ＤＯ，ＣＯＤ，にみられたような特

徴は認められなかった。 

考   察 

 生簀内の０ｍ深と５ｍ深との水質の各成分（水温，塩

分，ＤＯ，ＣＯＤ）の差は季節に関係なく極めて小さい。

一方，生簀外では０ｍ深と５ｍ深では各成分値に顕著な

差が認められた。このことは生簀外では成層構造が形成

され，生簀内では上下層の水の混合により成層構造が崩

壊していることを示唆している。 

 亀山（1969）は，本報の調査項目と同じ項目を測定し

ているが，その結果，生簀内とその外との海水の交換は

よく，生簀内の水質が直接大量斃死に関係しないとして

いる。今回得られた結果は生簀内とその周辺の測定点の

距離は近接しているにもかかわらず，水質環境は明らか

に異なっている（表３）。 
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図5 生簀内と各測点とのＤＯ差 

（ ）内数字は蓄養日数 ･――･０ｍ，･---･５ｍ  縦軸の数字（＋0.1，－0.1等）は

ＤＯ差  縦軸の中央の数字は生簀内ＤＯ（上段が０ｍ深のＤＯ・下段が５ｍ深のＤＯ,

数が1つの場合は０ｍ深と５ｍ深が同じＤＯの場合）横軸の数字は調査点番号 

 

 

図６ 生簀内と各測点とのＣＯＤ差 

（ ）内数字は蓄養日数 ･――･０ｍ，･---･５ｍ  縦軸の数字（＋0.5，－0.5等）は

ＣＯＤ差  縦軸の中央の数字は生簀内ＣＯＤ（上段が０ｍ深のＣＯＤ・下段が５ｍ深の

ＣＯＤ,数が1つの場合は0ｍ深と5ｍ深が同じＣＯＤの場合）横軸の数字は調査点番号 



 62 カタクチイワシ蓄養生簀内外の水質 

表３ 各測定置の生簀内と生簣外との比較 ●高 ○低 

水  温 塩  分 Ｄ  Ｏ Ｃ Ｏ Ｄ ＮＨ4－Ｎ 
水深 月 日 

蓄養 
日数 生簀内 生簀外 生簀内 生簀外 生簀内 生簀外 生簀内 生簀外 生簀内 生簀外 

0 差なし 差なし ● ○ ○ ● ○ ● 
６・10 

20 差なし 差なし ○ ● ● ○ ● ○ 

0 差なし ● ○ 差なし 差なし ● ○ 
７・21 

18 ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ 

14 ● ○ 差なし ○ ● ● ○ 差なし 
10・６ 

21 ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ 

０ｍ 

11・21 4 ● ○ 差なし 差なし ● ○ ● ○ 

0 ● ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ● 
６・10 

20 ● ○ 差なし ― ― 差なし 差なし 

0 ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● ○ 
７・21 

18 ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● ○ 

14 ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ 差なし 
10・６ 

21 ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● ○ 

５ｍ 

11・21 4 ● ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ○ 

 

 

 このことは，生簀網を設置すると，網地により生簀内

と外側との水の交換が悪くなるとともに，生簀内では蓄

養中のカタクチイワシが時計または反時計回りに一定方

向に群泳することにより上下層の水がよく混合し，生簀

外と異なった環境が形成されている可能性を示唆してい

る。カタクチイワシは，溶存酸素量が２ml/l以下になる

とヘい死する（池田・三谷1986）。 

 今回の調査では，生簀内の溶存酸素量は４～７ml/lで

あったので，この環境状態で蓄養魚が直ちにへい死する

とは考えにくいが，生簀外からの海水の交換が少ないこ

とが，カタクチイワシの衰弱に関係する可能性は考えら

れる。 

要   約 

 1986年６月～11月の４回の調査で得られた結果をとり

まとめると，次のようになる。 

 ア 生簀環境調査月の水温，塩分の鉛直構造をみるた

と，水温躍層は６月，塩分躍層は７月が最も顕著であっ

た。 

 イ 水温は生簀内では０ｍ深と５ｍ深とで差は認めら

れなかったが，生簀外では大きく，水温躍層が形成され

ていた。 

 ウ 塩分は生簀内では０ｍ深と５ｍ深とで差は小さか

ったが，生簀外では大きく，顕著な塩分が形成されてい

た。 

 エ ＤＯは生簀内では０ｍ深と５ｍ深の差は小さかっ

たが，生簀外では差は大きくなり，ＤＯの躍層が形成さ

れていた。生簀内とその外とのＤＯを比べると，０ｍ深

では生簀内のＤＯが低く，５ｍ深では生簀外のＤＯが低

かった。また，魚蓄養後の日数が経過するにしたがって

その差は大きくなっている。 

 オ ＣＯＤにおいて，生簀内と生簀外で明らかな差が

みられたのは10月６日（蓄養後14日と蓄養後21日）と，

７月21日（蓄養後０日）の５ｍ深で，生簀内のＣＯＤが

生簀外に比べ高かった。 

 カ 以上のことは，生簀内とその周辺の測定点の距離

が近接しているにもかかわらず，生簀内の水質環境が明

らかに生簀外と異なっていたことを示している。 
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